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異 種 金 属 の 電 位 差 腐 食 は 、 電 位 差 だ け で は 決 ま ら

な い 。  

 

一 般 に 腐 食 電 位 が 卑 な 金 属 は 貴 な 金 属 の 作 用 に よ

り 腐 食 が 増 大 し ま す が 、 電 位 差 は ド ラ イ ビ ン グ フ

ォ ー ス （ 起 動 力 ） の 役 目 を 担 い ま す 。  

 

溶 液 抵 抗 お よ び 腐 食 反 応 抵 も 電 位 差 腐 食 に 影 響

し ま す  

① 異 種 金 属 同 士 が 不 動 態 化 し て お れ ば 、 電 位 差 が

あ っ て も 異 種 金 属 腐 食 は 生 じ ま せ ん 。例 え ば 、 3 0 4

ス テ ン レ ス 鋼 （ 1 8 % C r - ８ % N i ） と チ タ ン は 両 者 と

も 水 道 水 中 で は 、 異 種 金 属 腐 食 は 生 じ ま せ ん 。  

② 一 般 に 異 種 金 属 腐 食 が 生 ず る の は 、 異 種 金 属 の

組 み 合 わ せ が 、 不 動 態 ／ 活 性 態

不 動 態 ／ 活 性 態不 動 態 ／ 活 性 態

不 動 態 ／ 活 性 態 、 活 性 態 ／ 活 性 態

活 性 態 ／ 活 性 態活 性 態 ／ 活 性 態

活 性 態 ／ 活 性 態

の 組 み 合 わ せ の 場 合 で す 。  

腐 食 電 位 E a の 貴 な 金 属 A , 腐 食 電 位 E b の 卑 な

金 属 B と が 接 触 す る と 、 図 １ に 示 す よ う に 、 両 者

の 腐 食 電 位 の 混 成 電 位 は Ｅ ａ と Ｅ ｂ の 間 き ま す 。

こ の ケ ー ス で は 金 属 A は 金 属 B に よ り 電 気 防 食 さ

れ 、 金 属 B の 腐 食 は 加 速 さ れ ま す 。 そ の 程 度 は 、

電 流 値 と し て  

 

Δ i = i b ′ － i b
               

( 1 )  

 

と な り ま す 。  

 貴 な 金 属 銅 と 卑 な 金 属 鋼 間 の 電 位 差 腐 食 に 及 ぼ

す 工 業 用 水 の 電 気 伝 導 度 の 影 響 を 示 し ま す（ 図 ２ ）。

電 気 伝 導 度 が 高 い と 、 電 位 差 腐 食 電 量 電 流 は 大 き

く な り ま す 。 し か し 、 そ れ で も 、 極 間 距 離 が 離 れ

る に し た が い 、電 位 差 腐 食 電 流 は 小 さ く な り ま す 。

電 気 抵 抗 が 5 0 0 μ / Ω c m の 工 業 用 水 で は 、 電 位 差

腐 食 は 殆 ど 無 視 で き る ほ ど 小 さ く な り ま す 。  

 図 ３ は α 相 お よ び γ 相 か ら 成 る 二 相 ス テ ン レ ス

ス テ ン レ ス 鋼（ 2 5 % C r － 7 % N i － 3 % M o － Ｎ ）に お い

て 、 強 制 的 に す き 間 腐 食 腐 食 を 発 生 さ せ た 場 合 、

二 相 組 織 の α 相 お よ び γ 相 の 腐 食 が ど う な る か を

A F M ( 原 子 間 力 顕 微 鏡 ) で 調 べ た 結 果 で す 。 α

αα

α 相 ／

相 ／相 ／

相 ／
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γ 相 間

相 間相 間

相 間 で 電 位 差 腐 食 が 生 じ 、 α 相 の 選 択 腐 食 が 見

ら れ ま す 。 γ 相 は 防 食 さ れ る 方 向 で す 。    

 


